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平成29年度 長野市連携中枢都市圏ビジョン懇談会 要旨 

【開催日時等】  

○ 日  時：平成29年10月23日（月）14:00～15:55

○ 場   所：長野市役所第一庁舎５階 庁議室 

○ 出 席 者：別紙名簿のとおり  

【懇談会概要】  

１ 開会（増田企画政策部長）  

２ あいさつ（樋口副市長） 

 ３ 懇談（座長） 

(1) 平成28年度連携事業に係る成果指標（ＫＰＩ）の評価・検証について 

（2）平成29年度連携事業の進捗状況等について 

（3）講演 

 「長野県立大学が進める人材育成と地域連携について」 

 長野県立大学ソーシャル・イノベーション創出センター 

                  センター長予定者 大室 悦賀 氏 

（4）意見交換 

４ 閉会

 本日は、お忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

 委員の皆様には、連携中枢都市圏ビジョンの策定をはじめとして、長野地域連携中枢

都市圏の形成に多大なるご尽力をいただいていますことに、併せてお礼申し上げます。 

本年度は、連携中枢都市圏ビジョンに掲げる連携事業がスタートして２年目となり、

48の事業について取り組んでいます。この後、事務局からこれらの連携事業の進捗状況

等について説明をさせていただきます。 

 長野地域連携中枢都市圏の取組の中には、連携開始に向けて試行錯誤しながら取り組

んでいるものもありますので、皆様方の専門的な立場からのご意見、ご提案をお伺いし、 

長野地域連携中枢都市圏における取組を、より一層充実させていきたいと考えています。 

本日、皆様方からいただくご意見、ご提案が、官民はもとより民民における新たな連

携の契機になることも期待しています。長野地域に関わる多くの方々が連携して、一体

となって地域の活性化を目指していくことが肝要であると考えています。 

最後になりましたが、本日ご参集の皆様の団体及び皆様の益々のご活躍を祈念申し上

げまして、私からのご挨拶とさせていただきます。 

本日は、よろしくお願いいたします。 

あいさつ（座長：樋口長野市副市長） 
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事務局（倉島企画政策部次長兼企画課長）より、資料３を説明 

≪質疑応答≫ 

 なし 

事務局（倉島企画政策部次長兼企画課長）より、資料４を説明 

≪質疑応答≫ 

 なし 

「長野県立大学が進める人材育成と地域連携について」  

長野県立大学ソーシャル・イノベーション創出センター 

                      センター長予定者 大室 悦賀 氏

≪質疑応答≫

 なし

春原 須坂商工会議所専務理事 

ビッグハットで行われた産業フェア in 善光寺平は、今年で12回目を迎え、13,300人

の来場者があった。参加している企業と来場者の壁が低く好評である。 

コンビニエンスストアのアルバイトが見つからないなど、人手不足が深刻な状況であ

る。特にサービス業における人手不足が深刻であるので、「おしごとながの」などは、

更に力を入れてほしい。近頃の求職者は、個人情報を色々と話さなければならないハロ

ーワークには行かずに、インターネットで職探しをしている。 

講演 

意見交換 

平成28年度連携事業に係る成果指標（ＫＰＩ）の評価・検証について 

平成29年度連携事業の進捗状況等について 
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栗原 千曲商工会議所事務局長 

千曲市の特産品であるアンズを使ったスイーツなどの開発に取り組んでいるが、首都

圏などに行くと、生のアンズを食べたことがない人がほとんどである。杏のブランド化

を進め、地域資源として光を当てたいと考えている。 

宮坂 坂城町商工会事務局長 

坂城町では社会動態がプラスとなっている。進捗状況の中で説明があったが、創業支

援セミナーはそれぞれが単独でやっても成果が上がらない。連携での取組を進めてほし

い。 

坂城町単独でＢ to Ｂの産業展示会をやっているが、東北信エリアとして、諏訪など

実施している工業展示会のような展開も考えてほしい。 

 労働者の技術力向上とモチベーションを高める目的で、坂城町には『優秀技能者表彰

制度』があるが、次のステップである県の『信州の名工』になると急にハードルが上が

ってしまう。そこで、長野圏域の工業技術力向上と工業振興につなげるため、長野圏域

版の優秀技能者表彰制度のような事業を創設することを検討願いたい。

滝沢 ながの観光コンベンションビューロー専務理事 

 圏域内の観光協会を集めて、行政との懇談会をすべきだと考える。これにより、９市

町村がやりたいこととうまくマッチングできれば良いものが生まれると思う。 

冬場の観光誘客につなげるためにも、長野県発祥のニュースポーツであるスノービー

ボールをこれから広めていきたいと考えている。 

中村 八十二銀行法人部公務担当部長 

金融機関としては、地域経済の活性化のためにも、他市町村と長野県立大学やソーシ

ャル・イノベーションセンターとの連携ができればありがたいと考えている。

半田 信州大学理事・副学長 

長野市の信州大学工学部の中には、ＵＦＯ長野があり、「ながのブランド郷土食」で

は、人材育成プログラムとして、企業の新製品の商品化における課題解決のための実習

等を行っている。これまでに「えのきヨーグルト」や「信大きのこカレー」などが製品

化され、長野市のふるさと納税の返礼品ともなっている。企業にとってもメリットがあ

るので活用していただきたい。また、ソルガムきびによる食品の製品化やバイオマスへ

の活用等も行っているので、信州大学を活用してほしい。
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樋口座長 

ただ今のご意見を参考とさせていただき、長野地域連携中枢都市圏の取組を更に充実

させていきたいと考えている。引き続き皆様方のご協力、ご理解、ご支援をお願いした

い。

 以上で懇談会を終了とさせていただく。ご協力に感謝申し上げる。

以上



- 5 - 

（別紙）


